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髙宮ゼミナールの活動 

「庭園とは何か」を設計や施工、維持管理や提案を通して考える 

髙宮ゼミナール／庭園文化・作庭技術研究室 

石内匠 上野公則 坂本直樹 丁喩多 中村淳志 室早良野 渡辺悠希 

１.はじめに 

髙宮ゼミでは「庭園とは何か」を設計や施工、維持管

理や提案を通して考えるために、年度によって様々な取

り組みを行っている。またその前段として『作庭記』の

講読と樹木保全技術習得の一環として簡易樹木診断（本

年度は課外にて）も行っている。今年度は『作庭記』に

ならった庭づくり、西公園のもみじ谷ライトアップの提

案と実施、そして昨年度から引き継ぎになっている茶室

の仕上げに取組んだ。 

２.取組の内容 

（１）『作庭記』の講読と紙芝居の制作 

『作庭記』は平安時代に書かれた日本最古の庭園書で

ある。当時の寝殿造り建築に対応した庭園の作り方が書

かれており、その内容はデザインはもとより、地割りか

ら施工法に及ぶもので、現代でも造園家を目指す者には

貴重な指南書である。小埜雅章著『図解 庭師が読みと

く作庭記・山水幷野形図』1）をテキストにして文献講読を

行った。 

この『作庭記』には図は全く描かれていない。すべて

文章である。そのためテキストの図解を参考に石立て、

滝、池、島の項目を紙芝居風に図化してみた（図―１、

２）。さらにこの手順やイメージを実際に施工することで

わかることがあるのではないかと考え、枯山水と池の施

工に取り組んだ。 

（２）『作庭記』にならった庭づくり―枯山水 

重森完途によると、枯山水の語の文献初出は『作庭記』

である。但し、『作庭記』当時の枯山水は水流のない野筋

や傾斜面に石を組んだ築山のようなもので「前期」にあ

たり、龍安寺や大仙院のような平庭に白砂や苔を敷いて

石を立てるデザインは「後期」にあたると述べている 2）。

当ゼミでは敷地の形状により後期式の枯山水とし（図―

３）、『作庭記』中の「逃げる石が1～2個に対して追う石

は７～８個」3）「立っている石があれば臥せている石もあ

る」4）等の記事を参考に設計し、「大小の石を運び集めて、

（中略）「庭」上に取り並べておく。」5）「穴を掘って石を

据えたならば、埋め戻す土は、石の下あたりを充分に突

き固めて（後略）」6）等とあるのを、その作業手順や要領

の通りに施工してみた。 

【施工内容】 

・除草、測量、設計後、石を選んで、一石ずつ石を立て

る現場に引き寄せた。

・主石を決めて、立ててから、次の石が主石と跨った状

態になるように立てた。（写真―１）

・築山工

・縁石工

・苔貼りと芝貼り

・竹垣（四ツ目垣、御簾垣） 

・化粧砂利敷き

【結果と考察・感想】

まず石を選ぶことから

時間がかかり、据付けも深く据えると石が小さく見える

ことなどを実感した。デザインは時代とともに変わって

も手順や要領は『作庭記』と現代とでほとんど変わらな

いことがわかった。 

また、完成した時（写真―２）、確かに綺麗にできたと

思ったが、何かが足りないと感じ、それが何なのかを検

討した。施工を始めた当初は単純に枯山水を作ってみよ

うとだけ考えていた。今、自分達が納得できないのはこ

の枯山水には禅の世界観のような、思想、精神がないこ

とである。『作庭記』の冒頭に作庭するときの心得とし

て、「まづ大旨をこころふべき也（中略）家主の意趣を

心にかけて、我風情をめぐらして、してたつべき也。」
7）とある。単につくるのではなく、自分もしくは施主が

図―１ 作庭記紙芝居 石立て 図―２ 作庭記紙芝居 滝 

図―３ 計画図（枯山水部分） 

写真―1 石立て 
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求める世界観を考えながら庭をつくることが大切である

とわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）『作庭記』にならった庭づくり―池づくり 

『作庭記』を読んで平安時代にも池を造っていたこと

を知り、当時の作り方を調べて施工した。『作庭記』には

池は東から水を引き入れ、西南方向に排水するのが良い

としていて、これを参考に東南から注水し、西よりに池

を設け、西北に排水することにした。『作庭記』には施工

方の記事はないため、京都の平等院庭園の発掘調査 8）と

保存整備事業で報告された工法を参考にした。仲隆裕の

技術報告「史跡名勝平等院庭園における州浜整備」9）によ

ると、平等院庭園の保存整備事業では、同時代の高陽院

や鳥羽離宮の発掘で確認された州浜の構築技法が採用さ

れている。その技法の概略は下記のとおりである。 

・まず発掘遺構面をシートで保護し、石列で区画する。 

・その中を砂質土層と粘質土層とで交互にタコで叩いて

重ね、最上層に粘土を木槌で打つ。 

そこに人頭大の石を打ち込むと粘土が締まる。 

・さらに小砂利を叩き込み、その上に河原石を敷き詰め

る。最初の石列の人頭大の石が河原石の転落を防ぐ。 

というものである 10）。これを参考にして当ゼミでは下記

のように施工した（図―４、５、工程） 

【工程】 

・池を掘り、現場の地山 

が粘土質であるためその 

まま利用し、表層に購入 

した粘土を木槌で打つ。 

・粘土の層を石列で区画 

する（写真―３）。 

・区画した中にゴロタ石 

を木槌で叩き込む 

（写真―４，５）。 

【結果】 

 実際に注水し観察した 

ところ、通水１時間程度で濁りは減り始め（写真―６）、

粘土が洗い流される 

ということはなかった。 

この工法でつくると 

・粘土が安価で施工費用が 

 抑えられる。 

・大きさと形状を自由に

できる。 

・景観上人工物が少ない。 

・撤去が容易である。 

等のメリットがある。 

逆にデメリットとしては、 

・大雨や動物の影響で形状 

が変わり、修復が必要。 

・水質や水量によっては藻 

の発生が予想され、しかも 

根を張りやすい。 

といったことである。 

【考察】 

粘土の池は現代ではビ 

オトープでよく作られる 

が、コンクリートのなかっ 

た平安時代に作られた池 

は、粘土を利用し、そこに 

ゴロタ石を埋め込み、護岸 

を州浜にすることで素掘 

りの池よりも厳かな印象 

となり、修景性が高くなっ 

ていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）茶室と露地 

露地とは茶庭のことである。当ゼミでは伝統的な作庭

技法に触れるため、毎年露地をつくっており、昨年から

は露地と合わせて茶室をつくっている(写真―７，８)。 

千利休は「露地はただ浮世の外の道なるに心の塵なぞ

ちらすらむ」 と詠んでいて、露地は雑念を払って茶室に

向かうための道なので、静かな風情を残した飾らない姿

がよいとし、形式的な茶の湯よりも、茶と向き合う精神

写真―６ 注水状況 

写真―２ 完成 

図―４ 計画図（池部分） 

写真―５ 池底に石を打ち込む 

写真―３ 石列で囲む  

写真―５ 石列内に石を打ち込む 

写真―４ 石列内に石を打ち込む  

図―５ 計画断面図 （部分） 
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を重視し侘茶を大成した。当ゼミではこの侘び茶の雰囲

気を目指し、引継ぎとなっていた屋根を仕上げた。 

北尾春道『茶室の材料と構法』によると茶室の屋根は

低いのが良いとされている。また茅葺きやこけら葺きが

軽やかで好まれる 11）。これらのことを調べ、こけら葺き

に似た杉皮葺きを採用した。（写真－９） 

 

 

 

 

 

 

 

【施工内容】 

・杉皮を押さえる割竹をつく 

る（写真―１０） 

・屋根に上って杉皮を葺く 

（写真－１１） 

・半割竹で押える 

【感想】 

杉皮を少しずつ重ねて葺くのが大変だった（図―６）。 

茶室を完成させていく中で茶室の歴史や基本的な構造

を知ることができた。た。また露地は伝統的な作庭技術

の宝庫なのでこれからも取組んでいきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）西公園もみじ谷ライトアップ 

 福岡市中央区にある西公園に、もみじ谷というイロハ

モミジが植栽されている一画があり、もみじのライトア

ップを西公園の指定管理者であるにしてつグループと協

働で行った。このイベントを利用して①人々が「秋の夜、

秋の庭園」に持っているイメージ、何を期待するのかを

探ることが目的であった。また、昨年は管理事務所が試

験的にもみじだけをライトアップしていたが、今回はも

みじ谷の中央まで行ける導線をつくり、②庭園としての

空間を感じてもらうこと、その空間を照明でつくること

を課題として取り組んだ。 

【方法】 

①については来場者にアンケート調査を行う。 

＜主な設問＞ 

・年齢、性別 ・来場方法 ・西公園の利用頻度 

・このライトアップイベントを何で知ったか 

・「秋の夜」「秋の庭」と聞いて何を思うか 

・このイベントについての意見、感想 

②についてはイロハモミジだけでなく、谷内の奥にある

大ぶりの石組みを照射し、手作りランタンを添えて、も

みじ谷の空間全体を浮かび上がらせることにした。 

【経過】 

６月にスケジュールを打ち合わせ、８月に保有機材の

確認、夜間の現況や駐車場からもみじ谷までの現況等の

確認を行い、１０月に提案書を作成してプレゼンテーシ

ョンを行い実施項目を決定した。 

＜主な提案内容＞ 

・管理事務所が保有している照明器具の他に、地元商工

会が桜まつりに使っている提灯を借りて誘導に使う 

・現地に明かりが少なく、園路が細い、デッキ等の施設

に段差があるため、手作りランタンを制作して追加する 

・期間中公園内に誘導のための案内看板を設置する 

・会場の剪定刈込、園路の整備、谷の中央にあるデッキ

とベンチの活用とそのための安全柵設置（図―７） 

・照明器具の配置場所（図―８） 

等を提案し、詳細を協議して実施した（写真―１２）。 

・ライトアップ期間 １１月２０日～２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

・5日間の来場者数：推計２０５人前後（９１グループ） 

・アンケート回収：８９件（来場グループ単位９８％） 

来場者の傾向は、毎日～月1回程度の利用者が８３％

写真―７ ゼミの露地のつくばい 

写真―１１ 杉皮を葺く 

写真―１０ 竹を割る 

写真―９ 材料の杉皮（市販） 

図―７ 会場整備予定図（部分） 

図―８ 照明器具配置図（部分） 

写真―８ 室内 

図―６ 杉皮葺き施工図（部分） 
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で来場方法は徒歩または自転車が８５％であることから、

地元で日常的に利用する人たちが案内看板をみて立ち寄

ったケースが多かったと考えられる。 

男女比では女性が若干多く（図―９）、年齢層は２０代

から６０代迄幅広く、７０代以上の高齢者は少なかった 

（図―１０）。夜間の時間帯であることが要因であろう。 

 

「秋の夜」、「秋の庭」と聞いて何を思うかとの問いの

答えは１位 紅葉 2位 月 3位 虫の声となった。 

三要素のうち「虫の声」は開催期間中も現地の草むら

から聞こえていた。「月」は会場が高木に囲まれているた

め上空が樹冠でふさがっており、夜空が見える部分が少

ない。そのため三日月をごくわずかな時間みる程度であ

った。開催時期が早かったため）、「紅葉」は六分程度でな

かなか進まなかった。 

このアンケート結果に 

基づいて現地の写真を使 

って合成画像を作成して 

みたところ、「秋の夜の 

庭」について多くの人が 

持っているイメージが 

見えてきた（写真―１３合成画像）。このイメージは多く

の人が共有していると同時に秋の夜の庭園の理想のイメ

ージとも言えるのではないだろうか。 

このイメージを実際に見るためには、まず秋の虫が生

息できる草むらがあること。第二にある程度開けた空間

であること、第三に紅葉がすすむ順当な気候であること

が必要である。この三つは我が国では当たり前に享受で

きた環境であり、近年では都市化と温暖化によって失わ

れつつある環境でもある。庭園にはそのような前提条件

とも言える失ってはなら

ない環境の確保が必要で

あると言えるだろう。 

また、谷奥の石組みを照射

して、空間全体を浮かびあ

がらせることにも成功し、

敷地内を歩き回る家族も

いた。にしてつグループの

マネジャーからアドバイ

スをいただいたことが大

きかった。その他概ね好評

であった（表―２）。 

 

３.まとめ 

 『作庭記』を出発点にし

て作庭に取り組んだこと

で、石立の心得や手順は当

時も現代も変わらないこ

と、当時の池の工法とゴロ

タ石張りの効果がわかり、また西公園のもみじ谷ライト

アップイベントをとおして、人々が秋の夜の庭について

持っているイメージを具体的に知ることができた。 

これらの取り組みを通して得たことから、今私たちが考

える「庭園」とは― 

―庭園とは芸術である。（石内 枯山水担当） 

―個人の心境と庭の精神や世界観がぶつかり合って、あ

るバランスをとり、一体化することである。（丁 枯山水） 

―自然の材料を利用して自らの望む思想や理想郷を再現

し、所有するもの。（上野 池担当） 

―見て楽しむもの、楽しむために樹木や花を植え、噴水

や花壇を作ったりすること（坂本、中村 池担当） 

―風情を感じる場所（郷原、室 茶室担当） 

―庭園とは「やすらぎ」（中村、渡辺ライトアップ担当）。 
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図―９ 男女比（%） 図―１０ 年齢層（人数） 

1.美しい、綺麗 15

2.時期が早い 11

3.宣伝してほしい 5

（複数回答あり）

表―２ 多かった意見、感想（人） 

表―１ 秋の夜・秋の庭と聞いて

思うもの（人） 

1.紅葉　 33

2.月　 30

3.虫の声 16

その他静寂、読書等 10

（複数回答あり）

写真―１３「紅葉・月・虫の声」 

写真―１２ ライトアップ実施状況 

 


